
ー地域経済の安定化を目指した社会的事業としてのス
タート
加納氏　昭和40年代から全国的にブロイラー事業が盛
んになって来たことを背景として、住田町でも昭和46年
に当時の住田町農協と地元農家５名でブロイラー事業
を始めることになりました。当社創業当時、住田町の農
家は出稼ぎ労働で冬場の収入を得る家庭が大半でした。
　春から秋までは農業に従事し、冬は出稼ぎに行くとい
う形でしたが、家長の不在で留守を預かる女性達が苦
労し、また子供たちの健全な成長にも支障を来たしてい
たようです。そのような経緯も踏まえてこの地域で安定
した雇用を創出し、社会的課題の解決を目指すため、施
設型農業としてのブロイラー事業への参入が成されたと
聞いています。また当初はきゅうりや苺などのハウス栽培
事業も同時に行われており、このスタイルは「住田型農
業」と呼ばれ全国的な話題にもなりましたが、結果的に
現在はブロイラー事業が残る形となりました。創業時は
住田ブロイラー株式会社という社名で創業したのです
が、平成６年には現在の社名である住田フーズ株式会社
に変更しました。平成９年には初めて直営農場を建設。
翌平成10年には銘柄鶏「みちのく清流味わいどり」の生
産・販売を開始しました。経営上の大きなターニングポイ
ントは、平成14年２月に全農チキンフーズ株式会社の子
会社となったことです。これによりJA全農グループの一
員として新たな出発をする事となり、以降販売は全て親
会社の全農チキンフーズ株式会社が担当し、当社は製
造に注力する事業形態となりました。住田町ではこれま
で、町おこしの一環として「鶏ハラミ」を地産グルメとし

て売り出したり、町内飲食店挙げての唐揚げのイベント
を行ったりしていて、それらの活動にも当社は中核として
関って来ました。当地は高齢化、過疎化が進む人口
5,000人程の小さな町ですが、当社の事業には近隣の協
力会社も含めて1,000人ほどの人々が関っていて、その人
達の生活基盤を支えることも当社の重要な役割だと考え
ています。当社は来年創業50周年を迎えますが、この地
域のためにもその先の100年も続く、永続的な企業を目
指した経営を進めて行きたいと考えています。

ーコロナ禍の「巣ごもり需要」でチキンへの評価が向上
加納氏　ブロイラー業界では本年度当初の予測として、
過剰生産で相場が下がり、大変厳しい状況に陥るので
はないかと言われていました。ところが今回のコロナ禍
で行政から国民に対し「不要不急」の外出への自粛が
要請され、飲食店の営業制限なども行われたことから、
いわゆる「巣ごもり需要」が発生し、内食での家庭内調
理が増えたことで、量販店などでは例年以上にチキンに
対する需要が発生しました。一方、外食需要は前述のよ
うな要因で大幅に減少したのですが、そのマイナス分を
含めてもトータルでは予想を上回る市況となっています。
鶏肉相場的にも昨年よりも大幅に高く推移しており、ブ
ロイラー業界としては、改めて社会に於ける当業界の存
在意義を確信しているところです。コロナ禍で失業した
り、収入が減少している方もおられて、今後の成り行きも
不透明な状況の中、安価で高たんぱく・低カロリーの食
材としてのチキンが改めて評価され、購入量が増加して
いると考えています。

地域を担う存在として、１００年企業を
目指した持続可能な経営を推進
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ニューノーマル時代を企業変革力で生き抜く
Feature 01

社　名：住田フーズ株式会社
代表者：代表取締役社長　加納　雄三
資本金：3,300万円／設　立：1971年12月
所在地：岩手県気仙郡住田町世田米字火石19－6

ー中期計画実現に向けた改善活動の取組み
佐々木氏　当社の中期計画は全農チキンフーズグルー
プの「チャレンジ2023」中期３か年計画に基づくもので
す。2023年までの目標をグループ各社が設定する中、
当社は生産会社として、現在年間890万羽の鶏を飼育・
処理していますが、2023年には1,000万羽まで増産す
る計画のもと、現在それに向けて色々な取組みを着 と々
進めているところです。現在２期目の活動中であるテク
ノ経営さんによるコンサルティング導入の理由としては、
これまでお付き合いして来たコンサルティング会社の大
半が座学中心だったのに対して、テクノ経営さんのコン
サルティングは現場の仕事に対して、実践的な指導をし
てもらえるということが決め手となりました。
加納氏　活動スタート当初は参加社員も緊張気味でし
たが、活動が進む中、徐々に打ち解け意識も向上して
おり、活動への取組みも主体的になって来ているように
感じています。私は常々社員に対して、自分達は何のた
めに仕事をしているのかということを考えて欲しいと
思っています。自分達が作った商品が消費者の皆さん
の元に届いて、「美味しいね」と言われるような商品作り
をすることで、顧客満足度が向上して、他社との競争に
打ち勝って行く力につながる。良い仕事をすることで、
コストも下がり、会社が成長して行くというビジョンを各
自が描きながら仕事に取り組んで欲しいと思っています。
現在は未だそこまで思いが至っている社員は少ないと思
いますが、この活動を通じてそういう社員が増えること
で、その先に中期計画の実現が有ると考えています。

ー企業風土の改革が改善活動の重要テーマ
吉田氏　当社の良いところは、地域に根ざしている会社
ということもあり、社員がお互いのことを昔から良く知っ
ており、家庭的な雰囲気が有るところですが、反面仲良
しクラブのような「甘えの集団」になってしまっている一
面も有ります。一歩外に出れば厳しい競合環境が有り、
そういう中で生き抜いて行かないと業界から淘汰されて
しまいます。ブロイラー業界はこの４、５年あまり良い事
業環境に無かったのですが、今回のコロナ禍から風向き
が変わりつつあり、経営的に良い条件が揃って来ました。
そういう意味から、当社としては何としても現況を継続し
て行かなければなりません。ただ社内を見渡した時、ま
だ当社の中間管理職というのは働かされ感が有る社員
が多く、自分達で会社を守って行く、この地で生きて行く
という覚悟が足らないように思います。そのために世の中
の当たり前、さらにそれ以上を目指すテクノ経営さんの

指導との出会いが、今ちょうど当社としては好機だった
のかなと感じています。
加納氏　私がこの会社に着任した当時から感じているこ
とは「報・連・相」の基本が出来ていないということです。
そういう企業風土では社員も会社も成長しません。その
ためその改革に徹底して取組み「何でも言える、何でも
聞けるような風土づくり」を実現して行きたいと考えてい
ます。改善活動の中でも今後はチームでの改善に取り組
んで行くため、チームで改善することで新たな課題を見
つけて、その改善に取組むことで社員一人ひとりが自己
改革を実現し、結果それ
が会社の成長につながる。
そういうPDCAを回して
行けば良い方向に繋げて
行けると考えています。

ー不確実性の時代の成長戦略
加納氏　外部環境と内部環境を踏まえた上で、今後の成
長に向けた戦略としては、やはり全農チキンフーズグルー
プの強みを最大限に引き出す経営を行うことにあると考
えています。当社はグループ内では生産・製造の役割で
あり、親会社が販売という立場です。当社が生産を頑張
り、親会社がさらに頑張って販売してくれるというような
グループ一体となった事業活動を進めて行きたいと考え
ています。また当社グループには宮崎、鹿児島、岩手とい
うブロイラーの三大産地に会社が有り、それぞれがその
地で販売に適した商品を作って行くという取組みを進め
ています。例えば現在当社で取り組んでいるのは、「産
地パック」という小売業者のお客様が入荷した商品をそ
のまま店頭に並べて販売出来るような商品作りです。当
初はあまり販売数が伸びなかったのですが、現在は１日
で生産出来る限界まで販売数も増えています。そういう
市場の先々を見据えた戦略でシェア獲得に貢献して行き
たいと考えています。当社グループは業界のリーディング
カンパニーを目指しており、当社としても、グループのシ
ナジー効果を最大化に貢献出来るような取組みを今後と
も進めて行きたいと考えています。

COMPANY  DATA

活動リーダーの近藤考洋氏（左）
千葉祐輔氏（右）

担当コンサルタント：東北事業部　伊藤  勝寿
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工場診断当日は1日で実施
「見るべきポイント」に精通したコンサルタントが、必要な情報を1日で把握します

第3者視点で現場の事実を客観的に確認
現場観察とインタビューにより過去・現在・未来の視点から課題を抽出します

経営層と現場それぞれを対象としたヒアリングを実施
経営者の想い、現場管理者の悩みの間に潜むギャップから、「あるべき姿」を考察します

フリーディスカッションによる率直な意見交換
終了時に経営層、管理職の方と意見交換を行い、提案に向けた意思疎通を図ります

客観的な姿がわかる
具体的な

課題解決策がわかる 変化のきっかけを作れる

工場診断結果報告書 コンサルティング企画
提案書

プロの目による第三者視点
で自社の現状を確認できる

将来を見据えた経営課題の
解決策が見えてくる

社内変革に向けた機運を
醸成することができる

工場診断／報告会

生産部門をはじめ、設計・開発、購買・調達など全ての部門の診断が行えます

他社事例では知りえない貴社独自の課題と解決策を知ることができます 

1
POINT

2
POINT

3
POINT

4
POINT

3 期待される効果

2 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」4つの特色

現場主義に基づき貴社工場内を調査分析し、その特性やレベルを評価して、
「あるべき姿」を明確にします

1 「テクノ経営の1日工場診断」とは

「テクノ経営の１日工場診断プログラム」「テクノ経営の１日工場診断プログラム」



1

2

3

1日 1～2週間程度 2時間程度

機密保持契約の締結機密保持契約の締結

当日の操業への支障無し当日の操業への支障無し

財務資料の準備不要財務資料の準備不要 診断に際してのご負担をおかけしません

ありのまま平常時の状況を視察します

貴社の貴重な情報を大切に扱います

［AM］ ・トップインタビュー
　　   ・現場視察
［PM］ ・現場視察
　　   ・現場管理者インタビュー
　　   ・インタビュー対象者との
　　　  意見交換

・定量・定性での現状分析

・現時点のパフォーマンス評価

・工場（企業）改革への課題抽出

・1日工場診断結果の報告

・「あるべき姿」の実現に向けた
  工場（企業）改革の具体策を
  提案

三現主義に基づき、貴社の課題を定量・定性の両側面で把握します

１日工場診断プログラムはご負担が無い、未来に向けた有効な手段です

1日工場診断STEP1 分析・評価STEP2 結果報告・提案STEP3

4 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」実施のステップ

5 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」3つの安心

※工場（企業）様毎に、具体的なスケジュールを事前に打合せさせて頂きます

大阪オフィス

株式会社テクノ経営総合研究所 / 株式会社テクノ経営ウェブソリューションズ / Techno Management Consulting（Thailand）Co., Ltd.

〒540－0037 大阪市中央区内平野町2－3－14ライオンズビル大手前　TEL：06－6910－6797  FAX：06－6910－5897

URL：https://www.tmng.co.jp   E-mail：info@tmng.co.jp

お気軽にご相談・お問合せください

「1日工場診断工場診断プログラムプログラム」の
お問合せ・お申込先お問合せ・お申込先


	010
	011

